
出典 寛政重修諸家譜 天明由緒 本の籬 桑名市史
服部家略譜 桑名藩分限帳

桑名藩主
伊予松山藩主

桑名藩主 松平内蔵助定寛（▲）室
式部 ※定寛は藩主定綱の弟定実の子

桑名藩主 松平定行(伊予松山）
今治藩主 家臣 7 8 9 10 11 12 13 14 15

▲ ※「寛政重修諸家譜」では、「正辰」が嫡男で、「正容」がその子とする。 宝永７年没 志摩 丹後 藤吉 監物 早世 有記 監物 石見
　　しかし、桑名藩分限帳は「正容」が嫡男でその子が「正辰」とする。 大膳 正保 弾正 伊賀 鐸雅 兵部 伊賀

市平 文化１５年没 石見 石見 天保１５年家督 石見 文久３年再勤

2 3 4 5 6 文政５年跡目 天保４年跡目 嘉永元年没 嘉永元年家督

寛永１３年没 天保４年没 天保１５年隠居 文久３年隠居

源兵衛 墓照源寺 まさとき 源右衛門 源右衛門 前八郎 正郷 志摩 兄主税の養子

1 源右衛門 寛文３年没 一計 右衛門 内記

主馬介 墓円妙寺 大膳 監物

天正12年没 まさなり 松平定綱（桑名）家臣 保元の養子 縫殿 輝寿 石見
半三 源左衛門 伊賀 正保 丹後 兵部
石見守 半三 半蔵 兄正倫の養子 鐸若の養子
正種 石見守 まさはる
号浄閑 久左衛門 定勝に預けられる 主膳 図書 図書 林善兵衛貞純（賀高）養子
道可（法号） 大坂の陣で戦死 瀬兵衛 玄蕃

松平定行家臣 松平定長

（伊予松山） （伊予松山） 澤図書養子※

半三（半蔵） 万治２年没 家臣 内膳

石見守 墓照源寺 奥平三郎兵衛養子 ※藩主定綱の弟定実の 長男

西念（法号） 子孫系列

 安永６年に奏者番頭
伊織 伊織 父より早く死去か
松平定房
（今治）家臣 次男名前不詳 （高木） （高木）

正蔵の養子 剛次郎
高木主膳の養子 昭和８年没
文化１３年跡目

長兵衛
中根半兵衛正重妻 七兵衛 ⑦

早世 ⑧ 酒井孫八郎の子秀隆の養子

享保９年没 まさよし ３男
室大久保石見守長安息女 ③ ④ ⑤ ⑥ 半蔵

① ② 内記 半蔵 左大夫 伊豆

半蔵 半蔵 半蔵 茂十郎 日記 文化元年家督 叔父正啓の養子

金田庄之助妻 半蔵 半蔵 長兵衛 正輔 助五郎 正美 安永３年跡目 文政２年没
長吉 左大夫 延宝８年家督 左太夫 正明 半蔵 文化元年隠居 ⑪
伊豆守 慶安５年跡目 宝永３年没 宝永３年跡目 正雄 享保１８年跡目 文政７年没

定綱家臣 延宝８年隠居 享保９年没 享保９年跡目 明和５年隠居 墓顕本寺 ⑨ ⑩ まさよし

左大夫 元禄１２年没 享保１５年隠居 安永３年没 半蔵

慶安５年没 知行召上 文政２年跡目 左大夫 元治2年家督
墓顕本寺 主水 ７男 半蔵 明治１９年没

図書 正隣 墓顕本寺
吉人 正綏

久松音門の 兄正路の養子 正清 （酒井）
正勝の養子 養子 半蔵 半十郎 ともかつ

文政８年没 伊豆 孫八郎
墓顕本寺 文政８年跡目 酒井三右衛門の養子

元治元年隠居 安政５年跡目
明治１２年没

※
源太兵衛 宮崎傳兵衛の子 服部正武（大膳）の子
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